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使用した主なテキストは， Japanesefor Busy People Iであり，資料が収集された時点までの



















個々の助詞においてどのような機能を立てるかについては，先行研究（Kuna 1973; Russell 












































































































相関係数を計算すると， 0.614（両側検定の 5%水準，自由度 13）となり，統計的に有意な相関が
出た．つまり 2グ、ノレー プには相関関係があるといえる．
とくに，サンフ。ルの数が比較的多いものはかなり近い正用率を示している（たとえば，「は」：
74.2 (93), 76.2 (84）；「が」： 67.7(31),63.6(22）；「のj: 87.1(70), 83.9(56）；「にJ:75.9 (87), 78.5 (65) 
など．（ ）の中の数字はサンフ。ノレの数を表す）．
逆に， 2グ、ルー プ間で 10%以上の正用率の違いがみられた助詞が六つあったが，それらは
「をJ を除いては，いずれもサンフ。ルの数が少ないものであった（たとえば， qら（接）： 100 (3), 





助調別 機能 J31J 助詞別 機能別
lま 主題 74. 2 (93) 7. 1 (83) 76. 2 (84) 79. 5 (78) 
対照 50. 0(10) 33. 3 ( 6) 
カミ 排他 67. 7(31) 63. 6 (22) 
中立叙述 62. 5 (24) 50. 0 (16) 
対象 100. 0( 3) 100. 0( 6) 
従属節の主語 75.0(4) 
を 対象 70. 7 (41) 72. 5 (40) 88.6(44) 88. 6 (44) 
運動の場所 0.0(1) 
存在の場所 75. 9(87) 57. 1 ( 7) 78. 5 (65) 57. 1 ( 7) 
行き先 86. 0(50) 92. 9(28) 
時 50. 0(20) 46. 7 (15) 
動作の先，相手 8. 9( 9) 90. 9(11) 
目的 100. 0( 1) 100. 0( 4) 
で 手段 68.4(19) 100. 0( 4) 7. 8 (18) 100. 0( 5) 
動作の場所 60. 0(15) 63.6(11) 
数量限定 100. 0( 2) 
と 並列 91. 7 (24) 95. 0 (20) 93. 8 (16) 93. 3 (15) 
共同行為者 75. 0( 4) 100. 0( 1) 
の 87. 1 (70) 87. 1 (70) 83. 9 (56) 83. 9 (56) 
も 69. 2 (13) 69. 2 (13) 50. 0( 4) 50. 0( 4) 
,r-.、 100.0( 1) 100. 0( 1) 66. 7( 9) 66. 7 ( 9) 
から（格） 91. 7 (12) 91. 7 (12) 78. 6(14) 78. 6(14) 
まで 100. 0( 8) 100. 0( 8) 87. 5 ( 8) 87. 5 ( 8) 
や 100. 0( 4) 100. 0( 4) 
だけ 100.0(1) 100.0(1) 100. 0( 1) 100. 0( 1) 
が（接） 100. 0( 3) 100. 0( 3) 87. 5 ( 8) 87. 5 ( 8) 
から（接） 100.0(7) 100. 0( 7) 100. 0 (11) 100. 0 (11) 





」ーを (70.7, 88.6）一一一一一一ーから（格） (91.7, 78.6）一一一
70%～80% は（74.2,76.2) に（75.9,78.5) 
T一一一一一一一一一ー で (68.4, 77.8)--

















































































この 2グループ間で助調の機能別正用率の相関係数を計算すると， 0.819（両側検定の 1%水











から（接） (100, 100) 




一一ー を一対象一一ー ーー ー から（格）
(72.5, 88.6) (91.7, 78.6) 







に時（50.0,46. 7) は一対照（50.0,33.3) 
（ ）内は G1の正用率， G2の正用率．
表 4 グループ1，グループ2の「は，が」の機能聞の正用順序
グノレー プ1 グループ2
が一対象 100.0( 3) 100.0( 6) 
は一主題 77.1(83) 79.5 (78) 
が一従属節の主語 75.0( 4) 
が一中立叙述 62.5 (24) 50.0 (16) 
は一対照 50.0(10) 33.3 ( 6) 
（）内はサンフ。ルの数．
75 




一時J(50.0, 46.7%），「に一存在の場所」（57.1,57.1 %），「が一一中立叙述J(62.5, 50.0%), rで一動



















































表 5，図3にみられるように， 2グループ間でかなりの類似がみられる. 2グノレープ間の相関





のである（益岡，田窪 1992；奥津他 1986；日本語教育事典 1982参照）．
これら以外に， G1,G2に共通して高い正用率を示している機能クVレープには「行われ方」
(100, 100%），「限界点」（100,87.5%），「行為の先にあるものJ (86.9, 88.5%）などがあった．
表 5 グルー プI，グループ2の機能グループ別正用率
機能グループ グループ1正用率（%） グルー プ2正用率（%）
行われ方 100. 0( 4) 100. 0( 7) 
文と文を結ぶ 100. 0 (11) 95. 0(20) 
限界点 100.0(8) 87. S ( 8) 
並列 95. 0 (20) 94.7(19) 
開始点 91. 7 (12) 78. 6 (14) 
体言類を結ぶ 87. 1 (70) 83. 9 (56) 
行為の先にあるもの 86. 9 (61) 8. S (52) 
共同作業の相手 75. 0( 4) 100. 0( 1) 
述語の対象 74.4(43) 90. 0(50) 
取り立て 73. 8 (107) 75. 3 (89) 
主体 64. 3 (28) so. 0(16) 
場所 56. S (23) 61. 1 (18) 
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I －ーグループ130 f- -r －グループ2
20 L……ー ーー －
10 > 一一一一一一
O 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 1 12 13 助詞の機能
グル…プ
1：行われ方を表す， 2：文と文を結ぶ， 3：限界点を表す， 4：並列を表す， 5：開始
点を表す， 6：体言類を結ぶ， 7：行為の先にあるものを表す， 8：共同作業の相手を
表す， 9：述語の対象を表す， 10：取り立てを表す， 11：主体を表す， 12：場所を表
す， 13：時を表す．
園 3 グループ 1,2の機能グループ別正用率
逆に， Gl,G2ともに低い正用率を示しているのが，「主体J f場所J「時Jの3機能グ、ノレー プ
であり， r取り立てJ は中間に位置している．これらの機能グループの正用率を低くしているの
は，主に，主体を表すうらと rは」問の誤選択（Glで「がJ の誤用の 80%，「は」の誤用の
33.3%, G2で「がJの誤用の 62.5%，「は」の誤用の25%），場所を表すっこ」と「で、J間の誤

















行われ方（100.0, 100. 0) 
文と文を結ぶ（100,95. 0) 
並列（95.0, 94. 7) 
限界点（100.0, 87. 5) 
行為の先にあるもの（86.9, 88. S) 
体言類を結ぶ（87.1, 83. 9) 
一述語の対象一一一共同作業の相手一一一一開始点一一一一一
(74. 4, 90. 0) (75. 0, 100. 0) (91. 7, 78. 6) 
叩 －－~~空三？？？一一一一一一一一－－~一一一聖子空三一一？？？！？：竺
40%～65% 
（ ）は Gtの正用率， G2の正用率．
主体（64.3, so. 0) 
場所（56.s, 61. 1) 
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